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修士論文要旨
社会活動参加プロセスにおける情報提供のあり方
―中年者と高年者との比較検討―
Information sources on the process of participating social activities
Comparison between Middle-aged and Older Adults
茨木　裕子（Yuko Ibaraki）　　指導：加瀬　裕子
１．研究の背景
　中年期からの社会活動参加は、活力ある高齢期をおくる
ための重要な要素として、そのための適切で持続的な社会
的支援の必要性が言われている。その一方で、社会活動参
加に関する課題として、情報提供のあり方が指摘されてい
る（高橋 2000）。活動の情報をもっている者はそれを活用
して実際の活動参加に結びつけやすく、活動に関する情報
を知らない者は活動意向が充足されにくいと言われている
（岡本 2004）。このような事から、情報入手の困難さや不備
が中高年の社会活動参加意欲を妨げていることがうかがえ
る。中高年のさらなる社会活動への参加を促進するために
は、社会活動に関する情報をいかにして提供していくかと
いうことが、今後の懸案であると考えられる。
２．研究の目的
　社会活動の外部的要因である情報提供に着目して、社会
活動参加に至るまでの情報源の活用と特性を、中年者と高
年者との比較を通して明らかにすることを目的とする。
３．研究の方法
（１）調査対象者と調査方法：埼玉県所沢市に在住する40歳
以上の男女1,233人を対象にし、郵送無記名自記式調査を
行った。調査期間は2015年７月10から７月31日。有効回答
数は849人、回収率は71.0％であった。
（２）調査項目：①基本属性②老後観③活動参加の目的意識
④社会活動参加状況⑤社会活動の情報源
（３）操作的定義：本調査では、定年退職前の35～60歳を
中年者群、定年退職後の61歳以上を高年者群とした。世界
保健機関（WHO）、日本の老人福祉法では、65歳以上を
「高齢者」と定義している。しかし、60歳の定年を境に世帯
収入が激減し、就業率も極端に低下している（2014年版国
民生活基礎調査）ことから、操作的定義を行った。
（４）分析方法：「老後観が活動参加の目的意識を促し、更
に社会活動の情報を活用することが、活動参加につながる」
という時系列モデルを想定し、情報提供がより重要な活動
参加要因になっていることを階層的重回帰分析で分析した。
（５）倫理的配慮：早稲田大学倫理委員会の承認を得て行わ
れ、匿名性を確保し統計処理を行った。（承認番号 2015-13）
４．研究結果
　老後観は、中年者群の社会活動参加には関連していな
かったが、高年者群では、「変化・挑戦志向」のみが関連し
ていた。社会参加の目的は、中年者群では、趣味や生きが
いのためだけであったが、高年者群では、趣味や生きがい
のほか、友人や地域の人々との関係性の維持、技術の習得・
能力向上というキャリアアップなど、その目的が多元的で
あった。社会活動の情報源では、中年者群、高年者群とも
に、行政の広報誌、自治会・町内会の回覧板などの「地域
情報」と、家族や友人・知人などによる「紹介」で活動参
加との関連がみられた。一方、「ウェブサイト」、「SNS」は
社会活動参加には弱い相関がみられたが、活動参加には影
響していなかった。
５．考察
　社会活動参加のプロセスにおける、種々の要因の影響を
検討した結果、中年者群では、趣味や生きがいのために社
会活動に参加していることが示された。一方、高年者群で
は、積極的に新しいことにチャレンジし、多様な社会性構
築を目的に、社会活動に参加していることが示された。さ
らに、社会活動の媒体として多様な情報源を活用して、社
会参加している現状が示唆された。
　また、情報活用においては、「地域情報」や「紹介」など
のアナログ情報が活動参加の大きな後押しとなっているこ
とが示された。一方、多くの自治体では、社会活動の情報
発信手段として、多岐にわたる「SNS」を活用していたが、
中年者群、高年者群ともに、「ウェブサイト」や「SNS」な
どのデジタル情報は、社会活動参加の情報源として活用さ
れていないことが明らかとなった。
６．結論
　本研究により、「老後観が活動参加の目的意識を促し、さ
らに社会活動の情報を活用することが、活動参加につなが
る」という時系列モデルの有効性が実証された。いわば、活
動意欲を持っている中高年を社会参加に導く重要な手段と
して、情報提供の有効性が示唆された。わが国ではこれま
で社会活動参加の社会的支援において、情報源や情報提供
のあり方がほとんど注目されてこなかった。しかし、情報
通信技術（ICT）が普及する中、今後、多様な情報源によ
る情報提供が考慮され、また、その対策が求められる。
